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Iサムエル41～50　ダビデはペリシテ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じん),人)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),言)�った。「おまえは、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つるぎ),剣)�と、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やり),槍)�と、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(な),投)�げ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やり),槍)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(も),持)�って、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わたし),私)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(む),向)�かって�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(く),来)�るが、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わたし),私)�は、おまえがなぶったイスラエルの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せんじん),戦陣)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かみ),神)�、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ばんぐん),万軍)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅ),主)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みな),御名)�によって、おまえに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(た),立)�ち�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(む),向)�かうのだ。(45)








げつようび





かみさまは　レムナントが　れいてき　リーダーとして


もちいられるように　ねがって　おられます。


きりつの　きほんは　れいはいを　かいふく　することです。


れいはいに　せいこうしなければ　イエス・キリストの


おくぎを　しって　それを　つたえる　しゅくふくを


あじわうことが　できません。


ダビデの　ように　このよを　いかす　でんどうしゃに


なる　ために　わたしに　まかされた　ことは


なになのかを　パパとママと　いっしょに　


かんがえて　みましょう。














ちちなる　かみさま！ありがとうございます。


みことばを　しんじて　みことばを　あいして　みことばを　にぎって


いのる　レムナントに　ならせてください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。


アーメン　





＜こどもの　いのりの　てちょう＞を　もくそうする


レムナントの　すがたです


なにが　ちがうのかを　よく　みて　その　りゆうを


おはなし　しましょう。





Iテサロニケ3:1～8　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(わたし),私)�たちの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(きょうだい),兄弟)�であり、キリストの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ふくいん),福音)�において�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かみ),神)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(どう),同)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ろう),労)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しゃ),者)�であるテモテを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(つか),遣)�わしたのです。それは、あなたがたの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しんこう),信仰)�についてあなたがたを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(つよ),強)�め�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(はげ),励)�まし、このような�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(くなん),苦難)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(なか),中)�にあっても、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(どうよう),動揺)�する�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(もの),者)�がひとりもないようにするためでした。あなたがた�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(じしん),自身)�が�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(し),知)�っているとおり、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(わたし),私)�たちはこのような�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(くなん),苦難)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(あ),会)�うように�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(さだ),定)�められているのです。(2～3)








かようび





かみさまは　レムナントが　いる　ところに


いちばん　かんしんを　もっておられます。


レムナントの　いっぽ　いっぽに　ふくいんの　ちからが


あらわれます。


レムナントが　イエス・キリストの　おなまえを　よぶ


ときに　くらやみの　せいりょくが　くずれて


かみのくにが　のぞみます。


レムナントは　せかいふくいんかの　しゅじんこうだと


いうことを　かならず　おぼえましょう！





ちちなる　かみさま！ありがとうございます。


イエス・キリストが　わたしの　こころの　しゅじんなので　いっぽいっぽに


ふくいんの　ちからが　あらわれると　しんじます。くらやみの　せいりょくが


くずれて　かみのくにが　のぞむことを　しんじます。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





★レムナントが　いく　ところには　かみの　くにが　のぞみます。


　じぶんの　まちの　ために　いのりましょう。　しょうぼうしょから


　しゅっぱつして　ゆうびんきょくを　とおって　けいさつしょに　つく


　ように　みちを　とおって　いきましょう。





Iテサロニケ3:9～13　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わたし),私)�たちの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かみ),神)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みまえ),御前)�にあって、あなたがたのことで�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よろこ),喜)�んでいる�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わたし),私)�たちのこのすべての�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よろこ),喜)�びのために、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かみ),神)�にどんな�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かんしゃ),感謝)�をささげたらよいでしょう。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わたし),私)�たちは、あなたがたの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かお),顔)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(み),見)�たい、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しんこう),信仰)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふそく),不足)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おぎな),補)�いたいと、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひる),昼)�も�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よる),夜)�も�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ねっしん),熱心)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いの),祈)�っています。(9-10)





すいようび





レムナントが　かならず　もたなければ　ならない


かくしんが　あります。


いちばん　さいしょに　すくいの　かくしんです。


かみさまが　わたしを　せいれいで　こまかく　みちびいて


くださるという　かくしんです。


イエス・キリストの　おなまえで　いのると　こたえられる


という　かくしんです。


せかいふくいんかの　しゅじんこうに　なるために　


もたなければならない　レムナントの　かくしんには　ほかに


なにが　あるのか、パパとママと　いっしょに　


わかちあって　みましょう。





ちちなる　かみさま！ 


わたしを　すくって　みちびいて　くださり　いいのりを　きいて　くださる


かみさま　ありがとうございます。わたしの　すべての　つみを　かいけつして


しょうりして　くださった　かみさま　ありがとうございます。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





★パパとママと　はなしを　して　なおさないと　いけない


　しゅうかんを　かいて　いのって　ちょうせんしましょう。








　


　








ヨハネ19:30　イエスは、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(す),酸)�いぶどう�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅ),酒)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(う),受)�けられると、「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かんりょう),完了)�した」と�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),言)�われた。そして、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あたま),頭)�をたれて、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(れい),霊)�をお�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わた),渡)�しになった。








もくようび





かみさまは　レムナントに　５つの　ちからを


くださいました。かみのこども　という　れいてきな　


ちからを　くださいました。


しゅを　おそれることは　ちえの　はじめ（しんげん9:10）


という　ちえを　くださいました。


にくたいの　けんこうを　くださいました。


であいの　しゅくふくを　くださいました。


たりないことが　ない　けいざいの　しゅくふく（Iテサロニケ4:12）を　あたえてくださいました。


レムナントは　この　５つの　ちからを　じっせんすることが


できる　きりつを　けいかくしましょう。








ちちなる　かみさま！ありがとうございます。


わたしに　れいりょくと　ちりょくと　けいざいりょくと　じんざいりょく、


そして、　けいざいりょくを　ましくわえてください。


かみさまが　くあだった　ちからで　ぜんせかいに　ふくいんを　つたえる


すてきな　でんどう　でしに　ならせてください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





きょうの　みことばを　もくそうして


　　　　　　　　　　　　　　あうものを　せんで　つなぎましょう











ちりょく　　　　　　　　れいてきな　ちから





じんざい　　　　　　　　しゅを　おそれる　


　　りょく　　　　　　　　こと





れいりょく　　　　　　　せかいを　ふくいんか


　　　　　　　　　　　　　する　ちから


たいりょく　　　　　　　けいざいの　きりつ





けいざい　　　　　　　　であいの　しゅくふく


　　りょく














�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しと),使徒)�2:42　そして、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かれ),彼)�らは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しと),使徒)�たちの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おし),教)�えを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かた),堅)�く�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まも),守)�り、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まじ),交)�わりをし、パンを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さ),裂)�き、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いの),祈)�りをしていた。








きんようび





もしかして　レムナントの　かぞくの　なかに


イエス・キリストの　おくぎを　しらない　ひとが


いませんか。


いるとしても　がっかりしないで


もっと　しゅうちゅうして　いのる　じかんを　もちましょう。


かみさまは　かんがえることも　できない　しゅくふくを


あたえられるでしょう。


かみさまは　えいえんの　いのちを　あたえると　


さだめた　ひとは　しんじると　いわれました。（しと13:48）。








ちちなる　かみさま！ありがとうございます。


わたしの　かぞくと　かけいに　まだ　イエス・キリストを　しんじていない


かぞくが　います。　かみさまの　じこくひょうの　なかで　みんなが


すくいの　しゅくふくを　あじわえますように。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





　　イエス・キリストを　つたえて


　　いっしょに　れいはいを　ささげたい


　　ひとの　えを　かきましょう。





Iペテロ2:9　しかし、あなたがたは、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(えら),選)�ばれた�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しゅぞく),種族)�、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(おう),王)�である�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(さいし),祭司)�、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(せい),聖)�なる�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(こく),国)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(みん),民)�、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かみ),神)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しょ),所)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ゆう),有)�とされた�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(たみ),民)�です。それは、あなたがたを、やみの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(なか),中)�から、ご�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(じぶん),自分)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(おどろ),驚)�くべき�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(みつ),光)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(なか),中)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(まね),招)�いてくださった方のすばらしいみわざを、あなたがたが�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(の),宣)�べ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(つた),伝)�えるためなのです。





どようび





かみさまは　レムナントが　せかいふくいんかの


しゅじんこうに　なることを　ねがっておられます。


それなら　なにを　じゅんび　しなければ　なりませんか。


レムナントは　いのる　しゅうかんが　まず　じゅうようです。


なにかを　するとき


まず　かみさまに　ちえを　くださいと　いのりましょう。


すべての　ちからは　かみのこどもだという


みぶんと　けんいを　つかう　ときに　でてきます。


かみさまは　すべての　ことを　さとらせてくださり


ゆうきを　くださいます。








ちちなる　かみさま！ありがとうございます。


いつ　どこでも　かみさまに　いのる　レムナントに　ならせてください。


すべての　ことを　ごぞんじの　かみさまが　わたしに　ちえを　ください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　








わたしが　よく　できること　すきな　こと　


むずかしい　ことを　かいて　みて　かみさまが


わたしの　くださった　タラントが　なにかを


かんがえて　みましょう。








おりがみ　　　　　ともだちを


　　　　　　　　　　たすけて　あげる








